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 日本共産党議員団は５月18日、頸城

区希望館で市政報告会を行いました。

この日は土曜日とあって、日中は田植

え仕事、夜は様々な行事が重なって、

参加者は７人だけと少なかったもの

の、参加者全員がいろいろな意見を述

べ合うなど大変活発で、中身の濃い会

となりました。 

 まず最初に話題提供として、３月議

会での橋本、上野、橋爪３議員の一般

質問の内容を報告、続いて上野議員が

プロジェクターを使って、今年度の主

要な施策についての問題点と議会での

議論内容を報告しました。 

 質問や意見の中で最も多かったの

は、行財政改革をめぐる

問題でした。なかでも、

「運転免許証自主返納支

援事業の廃止」について

は反対の声とともに廃止

後の高齢者の移動手段の

確保についての強い要望

が出ました。80歳を超え

るⅠさんとＵさんは、

「免許証を返納しようと

思っていたが、いろいろ不便なので家

族に内緒で更新した。どこへ行くにし

ても移動手段がなければだめだ。免許

証を返納しても市内を気軽に異動でき

る手段を考えてもらいたい」「免許証

返納支援の廃止だけではか

えって返納を渋ることになる

のでは」という意見。また70

歳前のＮさんは、あるお茶会

で出された「市内どこで乗っ

てもどこで降りてもよい100円

バスはできないものか」とい

う話を紹介しました。 

 いま、上越市では運転免許

証自主返納支援事業として、

返納した場合には１万円の

「タクシー利用券かバス利用

券またはタクシーとバ

スの各5000円ずつの利

用券」がもらえます。

しかしこれだけでは足

りないといいます。日

本共産党議員団は廃止

に対しては「反対」ま

たは「負担のかからない代替制度実

現」を提案していきたいと思います。 

 実家が松代にあるというＳさんから

は、「大島も浦川原も温浴施設がなく

なった。なんとか復活できる方法はな

いか」という声が寄せられました。ま

たＩさんは、「吉川区の山間部にある

温浴施設をゲートボールで利用してい

るが、コートをせめてもう１面増やし

てもらいたいという要望が仲間から出

ている」と話されました。 

 大潟のＳさんや頚城区のＩさんから

は、「犀潟駅の南口開設の話が出た

が、前から要望していることだ。松橋

から国道に出るＳカーブも含めて改善

してほしい」という意見も出ました。 

 広島平和記念式典への中学生派遣事

業については、「この事業は平和都市

宣言をしている市として平和の意識を

高めるのに重要だ。減らすのはおかし

い」という強い声が出されました。 

 日本共産党市議団は出された声を

しっかり受け止め、市政に反映させる

ために頑張ります。 
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 議会では『議員定数・報酬等のあり方検討委員会』が昨

年８月から現在まですでに12回開かれています。ここで

は、「市議をめざしやすい環境整備検討会」の提言を受

け、普段からの議会改革推進と合わせて、「議員の定数は

どうあるべきか」「適切な報酬は？」「政務活動費のあり

方は？」など市民のみなさんとの意見交換を行いながら検

討を進めています。議会制民主主義の根幹に関わる問題で

もあることから、しっかりとした議論が求められます。市

民のみなさんの暮らしと利益をきちんと守るための議会・

議員のあり方の問題でもあります。 

 ご意見をお寄せ下さい。 


